（要領別紙２）
大阪府サービス管理責任者等受講決定指針
大阪府サービス管理責任者等研修の受講決定については、別紙１の受講要件を満たせば受講決定することを基本とするが、受講申込者が定員を超過する場合は、この大阪府サービス管理責任者等研修受講決定指針に従って、下記の優先順位をつけ受講決定を行うこと。この場合、先に大阪府内に所在する事業所に所属し、指定障害福祉サービス事業所においてサービス管理責任者等の業務に従事する方（予定も含みます）を優先します。定員に余裕があれば他府県に所在する事業所に配置予定の受講申込者を受講決定すること。また、基礎研修の受講決定において同優先順位内に１事業所から複数申込者がある場合は各事業所の１人目を受講決定した後、２人目の受講決定をすること。なお、補講申込者及び補講受講期間内のカリキュラム変更による再度の受講申込者は、下記優先順位に関わらず、受講決定をすること。また、選考について、事情を勘案する必要があると認められる場合は、大阪府と協議の上、決定すること。
記
１．基礎研修【優先順位】
1 　指定障害福祉サービスの提供に係るサービス管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの等（平成18年厚生労働省告示第544号）及び障害児通所支援又は障害児入所支援の提供の管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの（平成24年厚生労働省告示第230号）に定めるやむを得ない事由によりサービス管理責任者等が欠けた事業所に配置される予定者として指定権者に変更届出書を提出し、受理されたもの
2 　指定障害福祉サービスの提供に係るサービス管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの等（平成18年厚生労働省告示第544号）及び障害児通所支援又は障害児入所支援の提供の管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの（平成24年厚生労働省告示第230号）に定めるサービス管理責任者又は児童発達支援管理責任者（以下「サービス管理責任者等」という。）が配置されている指定障害福祉サービスを行う事業所等において当該サービス管理責任者等に加えて、受講申込者が当該年度に基礎研修を修了する者を配置することにより当該年度及び翌年度の人員基準を満たすもの
3 　当該年度の基礎研修を修了後、６ヶ月以上又は２年以上の相談支援業務又は直接支援業務に従事し、実践研修修了後に１人目のサービス管理責任者等として開設を予定している事業所又は既存の事業所に配置予定の者のうち配置予定年度が早いもの（令和５年度以降の落選回数を加味する。）
4 　サービス管理責任者等の配置・交代が必要になった場合に備え、資格者を用意しようとするもの

5 　上記以外で受講要件を満たす者については、事業の開始予定年度と実務経験の期間を勘案し優先順位をつけるものとする

優先順位の考え方としては、
1 指定権者に変更届出書を提出し、受理されているもの
2 基礎研修修了後、既に１人目サービス管理責任者等が配置されている事業所等に人員基準を満たすため、２人目以降のサービス管理責任者等として当該年度及び翌年度に配置予定のもの
3 基礎研修修了後、１人目のサービス管理責任者等として実践研修修了後に配置予定の者のうち、配置予定年度が早いもの
4 交代要員
5 その他
２．実践研修【優先順位】

1 　指定障害福祉サービスの提供に係るサービス管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの等（平成18年厚生労働省告示第544号）及び障害児通所支援又は障害児入所支援の提供の管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの（平成24年厚生労働省告示第230号）に定めるやむを得ない事由によりサービス管理責任者等が欠けた事業所に配置される予定者であってサービス管理責任者等としての要件となる実務経験を満たしているもので、当該年度中に研修を修了しなければ人員基準の規定を満たせない者として指定権者に受講予定書等を提出し、受理されたもの
2 　指定障害福祉サービスの提供に係るサービス管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの等（平成18年厚生労働省告示第544号）及び障害児通所支援又は障害児入所支援の提供の管理を行う者として厚生労働大臣が定めるもの（平成24年厚生労働省告示第230号）に定める令和元年度から令和３年度に実務経験があり基礎研修を修了した者で、現在サービス管理責任者等として従事中であり、当該回を受講しなければサービス管理責任者等の要件を欠き、人員基準を満たせなくなるもの
3 　開設を予定している事業所又は既存の事業所にサービス管理責任者等として配置予　　　定で人員基準の規定により配置が義務付けられている員数の範囲内の者で、当該回に研修を修了しなければ人員基準の規定が満たせないもの
4 　開設を予定している事業所又は既存の事業所にサービス管理責任者等として配置予定で人員基準の規定により配置が義務付けられている員数の範囲内の者で、配置の予定年月が早いもの

5 　サービス管理責任者等の配置・交代が必要になった場合に備え、資格者を用意しようとする者

6 サービス管理責任者等基礎研修を修了した者で、修了日が早いもの

優先順位の考え方としては、

1 指定権者に受講予定書（これに類するものを含む。）を提出し、受理されているもの。
2 現在経過措置適用期間中でみなし配置されている者で、当該回を修了しなければ、
サービス管理責任者等として配置できず人員基準を満たせないもの。
3 当該回を修了しなければ、サビ管等として配置できず人員基準を満たせないもの。
4 サービス管理責任者等として配置予定の者のうち、人員基準内で配置予定が早いもの
5 交代要員
6 サービス管理責任者等基礎研修の修了日が早いもの

３．更新研修【優先順位】
（令和元年度）
1 　平成18年度から平成23年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
2 　平成24年度から平成30年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
（令和２年度）
1 　平成18年度から平成23年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和元年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
2 　平成24年度から平成27年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和元年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
3 　平成24年度から平成27年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
4 　平成28年度から平成30年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和元年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
5 　平成18年度から平成23年度及び平成28年度から平成30年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
6 　サービス管理責任者等更新研修を修了した年度の翌年度を初年度として以降の５年度ごとの末日までの残っている期間が少ない者（あと１年⇒あと２年）
（令和３年度）
1 　平成24年度から平成27年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和２年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
2 　平成28年度から平成29年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和２年度までの更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
3 　平成28年度から平成29年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
4 　平成18年度から平成27年度の間及び平成30年度にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和２年度までの更新研修に申込をしたが受講不可だったもの

5 　平成18年度から平成27年度の間及び平成30年度にサービス管理責任者等研修を修了した者
6 　サービス管理責任者等更新研修を修了した年度の翌年度を初年度として以降の５年度ごとの末日までの残っている期間が少ない者（あと１年⇒あと２年）
（令和４年度）
1 　平成28年度から平成29年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和３年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
2 　平成30年度にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和３年度までの更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
3 　平成30年度にサービス管理責任者等研修を修了した者
4 　平成18年度から平成29年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和３年度までの更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
5 　平成18年度から平成29年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者
6 　サービス管理責任者等実践研修、更新研修を修了した年度の翌年度を初年度として以降の５年度ごとの末日までの残っている期間が少ない者（あと１年⇒あと２年）
（令和５年度）
1 　平成30年度にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和４年度の更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
2 　平成18年度から平成30年度の間にサービス管理責任者等研修を修了した者で、令和４年度までの更新研修に申込をしたが受講不可だったもの
3 　当該年度に受講しなければサービス管理責任者等の要件を欠いてしまう者
4 　サービス管理責任者等実践研修、更新研修を修了した年度の翌年度を初年度として以降の５年度ごとの末日までの残っている期間が少ない者（あと１年⇒あと２年）
（令和６年度以降）
1 　当該年度に受講しなければサービス管理責任者等の要件を欠いてしまう者
2 　サービス管理責任者等実践研修、更新研修を修了した年度の翌年度を初年度として以降の５年度ごとの末日までの残っている期間が少ない者（あと１年⇒あと２年）
　なお、更新研修の受講決定をするにあたり、複数分野のサービス管理責任者等研修を修了している者は、最初に修了した分野の年度で優先順位をつけるものとする。優先順位が同一となった場合は、現にサービス管理責任者等、管理者、相談支援専門員として従事している者、今後従事する予定の者、の順に優先し、なお同一となった場合は、平成30年度以前のサービス管理責任者等研修の修了年度が早い者を優先とする。
